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Ⅰ.目的および概要 

新型コロナウィルス感染症拡大の影響は未だ終息を見せない状況ではあるが、ＳＤＧｓ

委員会では、コロナ禍での経済正常化を念頭に感染予防策を講じ、本年度初となる「神奈

川ＳＤＧｓ視察」を下記のとおり開催した。那覇出発前、帰着後に参加者全員がＰＣＲ検

査を受検し、参加者全員の「陰性」確認がとれ、無事に視察を終えることができた。 

当視察は、弊会として沖縄県のＳＤＧｓ未来都市計画に関与しているなか、ＳＤＧｓ先

進地のなかでも、地場企業主導のＳＤＧｓが成果を上げ、また、行政がＳＤＧｓ推進の中

間組織を設置しているという特徴を持つ横浜市、および近隣の横須賀市、川崎市を視察し、

沖縄県のＳＤＧｓ未来都市計画への示唆を考えることを目的に実施した。 
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Ⅱ.視察団名簿 

①代表幹事  渕辺 美紀   (㈱ジェイシーシー 代表取締役会長)  

②副代表幹事 東 良和    （沖縄ツーリスト㈱ 代表取締役会長） 

③常任幹事  栩野 浩    （沖縄ツーリスト㈱ 執行役員ＳＤＧｓ推進特命部長） 

④常任幹事  小林 文彦   (川崎重工業㈱沖縄支社 支社長) 

⑤常任幹事  仲本 善政   (㈱おきぎんリース 代表取締役社長) 

⑥会員    亀田 浩    (オリオンビール㈱ 代表取締役専務兼専務執行役員 CFO) 

⑦準会員   上原 明寿   (㈱ゆがふホールディングス 常務取締役) 

⑧準会員   砂川 哲律   (㈱琉球銀行 総合企画部 サステナビリティ推進室長) 

⑨準会員   高橋 忠大   (三井物産㈱ 那覇支店 支店長代理) 

⑩準会員   日比 靖浩   (㈱琉球銀行 法人事業部顧問) 

⑪会員企業  志良堂 猛史 (㈱りゅうぎん総合研究所 社長付特命部長) 

⑫事務局   佐久本 卓弥  (沖縄経済同友会 事務局長) 

⑬事務局   仲村 盛健   (沖縄経済同友会 事務局次長) 

⑭事務局   宮里 眞子   (沖縄経済同友会 事務局研究員) 

 

Ⅲ.視察先報告 

１．株式会社大川印刷   

本業（印刷業）を通じて、社会的課題解決を実践する「ソーシャルプリンティングカン

パニーⓇ」として、持続可能な社会の実現をめざし会社を挙げて取り組んでいる。第 2回

ジャパンＳＤＧｓアワード ＳＤＧｓパートナーシップ賞（特別賞）受賞や、横浜市ＳＤＧ

ｓ認証制度“Y-ＳＤＧｓ”最上位を獲得されている。大川哲郎社長によるご講演やカーボ

ンフリーコンサルティング池田陸郎氏との対談により、ＳＤＧｓを"本業"にとりいれた際

の発想法・思考法や社員の主体性をいかに引き出したか等について、同社のこれまでの取

り組みについて理解を深めた。工場見学では、環境印刷の一連の流れを視察した。 

  

（大川哲郎社長による講演）           （工場見学の様子） 
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２．国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所  

港湾空港技術研究所、ジャパンブルーエコノミー技術研究組合 

近年、世界各国で地球温暖化への対策が求められるなか、二酸化炭素を吸収する新たな

選択肢として沿岸域の藻場、浅場などの海洋植物によるブルーカーボン生態系が注目され

ている。日本初のブルーカーボンに関する技術組合であるジャパンブルーエコノミー技術

研究組合を訪問し、桑江朝比呂 沿岸環境研究グループ長 兼 JBE 理事長より、同研究所の

取り組みやブルーカーボンに関する国内外の動向についてご講演いただき、その後、意見

交換を通して、ブルーカーボンの可能性について理解を深めることができた。 

  

（桑江朝比呂グループ長による講演）         （講義の様子） 

 

３．横浜市役所  

横浜市は 2018 年 6 月にＳＤＧｓ未来都市に選定され、「環境を軸に、経済や文化・芸術

による新たな価値・賑わいを創出し続ける都市の実現」をビジョンに掲げる。自治体ＳＤ

Ｇｓモデル事業として、環境・経済・社会各分野での取組相互の連携を図り、価値を高め、

都市のプレゼンス向上につながる仕組みとして「ヨコハマＳＤＧｓデザインセンター」を

創設した。横浜市ＳＤＧｓ認証制度「Y-ＳＤＧｓ」や、地方創生ＳＤＧｓ金融を通じた自

律的好循環の形成等について理解を深めた。 

 

４．ヨコハマＳＤＧｓデザインセンター 

ＳＤＧｓ事業に関する幅広いニーズとシーズが集まる"窓口"となっている同センター

について、信時正人センター長よりご講演いただき、多様な主体との連携によって自らも

課題解決に取組む中間支援組織について知見を深めた。 
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    （意見交換会時の様子）             （集合写真） 

                     ※撮影時のみ、一時的にマスクを外しております。 

  

５．カーボンフリーコンサルティング株式会社  

ＳＤＧｓ先進地を引っ張る真の原動力について理解を深めるため、神奈川県の地場企業

によるＳＤＧｓ取り組み事例や行政の動きについて、池田陸郎国内事業本部長より行って

いただいた。同社は、長年にわたる環境＆CSR に特化したコンサルタントとしての豊富な

実績から、ＳＤＧｓ戦略や対応すべき点を洗い出し、実現可能な適切な立案を行っている。 

  
（池田陸郎国内事業本部長による講演）         （講義の様子） 

 

６．川崎市役所 

川崎市は、2019 年 7月にＳＤＧｓ未来都市に選定され、「成長と成熟の調和による持続可能な最

幸のまち かわさき」をめざすべき都市像とし、「国際競争力の強化と新たな産業の創出」や「臨海

部の戦略的な産業と基盤整備」、「少子高齢化・人口減少への対応」、「臨海部への水素エネルギーの

積極的な導入」等、重要な地域課題と解決に向けた取組を行っている。同市のＳＤＧｓ取り組みに

ついて、川崎市総務企画局都市政策部企画調整課の安倍悠史担当係長よりご説明いただき、その後、

殿町国家戦略拠点キングスカイフロントの取り組みについて川崎市臨海部国際戦略本部国際戦略

推進部の鈴木健司担当係長よりご説明いただき、意見交換を行った。 
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（安倍担当係長によるＳＤＧｓ事業紹介）  （鈴木担当係長による国家戦略特区事業紹介） 

 

７．鶴見区沖縄タウン 

川崎市に移動中、鶴見区沖縄タウンを視察した。京浜工業地帯の一角に位置する鶴見区

は、かつて全国から多くの人々が職を求め集まり、中でも沖縄出身者が多く集まり、いつ

しか「沖縄タウン」と呼ばれるようになった。おきなわ物産センターや沖縄料理店、沖縄

県人会、沖縄芸能の団体があり、さらには、沖縄県外ではなかなか見られない催し（道ジ

ュネ―等）が開催されている。 

 

  

（おきなわ物産センター 外観、内観） 
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Ⅳ.視察時の感染予防策 

 

＊当視察参加者は、出発前から当日まで、下記の通り感染予防を徹底した上で、参加した。 

①厚生労働省が提供する接触確認アプリ「COCOA」を、各自スマートフォンにインストール    

を行った。 

②視察出発前の感染予防対策の徹底と、1週間の健康管理を「健康管理チェック表(体温、

全身倦怠感等）」に基づき参加者全員より提出。［下表参照］ 

 

 

③那覇出発前にＰＣＲ検査を受け、陰性を確認した上で参加。 

④視察期間中は、毎朝検温の実施、体調チェックを行った。 

⑤視察中は、手洗い、うがい、アルコール消毒、マスク常時着用、咳エチケットの徹底。 

⑥宿泊部屋は、1 人 1 部屋とし、食事の際には、席の間隔を広くとり、対面をさけた配席

にした。 

⑦ バス乗降時、アルコール消毒の徹底。座席の間隔は一定の距離を保ち、配席した。 

 

※集合写真時においては、一時的にマスクを外し手短かに撮影を行いました。 

 

Ⅴ.最後に（視察を終えて） 

本視察においては、当会会員企業はじめ多くの方に様々な便宜をお取り計らい頂き、 

非常に素晴らしい講演会や体験をさせていただきました。関係者の皆様にはこの場を借 

りて御礼申し上げます。 

 

以 上 


